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るが、買いものができる場所も必要だ。 
・韓国から来るようになってマリンレジャーでお金を使う人が増えている。チャーター
している。 

・欧米が増えている。 
（観光商工課:譜久島主事） 
・消費額は日本人が 10 万円のところ、外国人は国の統計で 20 万円ほどだ。 
（参加者） 
・ウェディングで使うことも考えられる。貸し切りにすると問題も出て来るかもしれな
いが、撮影プランがあっても良い。撮影地として宮古島は県内で 2 番目だ。商工会でも
取組んでいる。 

・付加価値を付けて、お金を払ってでも行きたい場所にするべきだ。 
・観光客から稼ぐが、地元の人を呼び水にする。 
・親戚が来たら連れて行きたい場所にするべきだ。 
・駐車場の後ろの畑は市の畑だが、返してもらうのか。 
（JTB 総研:岩佐） 
・駐車場は公園側に広げていく。少し伐採が必要となる。今のままではバスが入りづら
い。今後は今の何倍も人が来るようになる。乗用車を駐車する場所も足りない。 

（アドバイザー:石田） 
・1 時間半滞在するとして、5～6 回転で最低 80 台ほどのスペースが必要だ。 
（参加者） 
・バスは 10 台程度必要ではないか。クルーズ船も一度にバス 10 台が来る。 
（アドバイザー:石田） 
・上手くローテーションするよう管理する必要がある。 
（観光商工課:譜久島主事） 
・管理者がいれば旅行会社とやり取りして管理できるようになる。 
（参加者） 
・バスの U ターン場所として来てもらう。ツアー会社によって行く場所が分けられてい
る。そのやり取りをする必要がある。 

・ツアーの中に入場料が組み込まれるだろう。 
・駐車料金はどうするのか。 
（JTB 総研:岩佐） 
・一般客はカート利用や入園料を含めて 800～1000 円で、地元の人は無料にすることを
検討している。仮に 20 万人が来ると 90 数％が観光客で、十分収益が出るようにする。 

・逆にどれくらいだったら良いのか。 
（参加者） 
・宮古島に渡って有料駐車場に停めたことがない。 
・新城で海に入る場合 2000 円だが、それを安いと思う内地の人がいる。 
・何に使われるのか明確であれば払ってくれるのではないか。 
・展望台まで上がる間の道の横に何かを作れないのか。花壇の場所に売店は作れないの
か。 

（JTB 総研:橋本） 
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・カートを走らせ、人が歩く。また緊急車両が入れるかどうかを検討する必要がある。
希少種があるようで拡張することは難しい。今ある幅で進めていく必要がある。 

（参加者） 
・楽しんで展望台まで行けるかを考える必要がある。 
・電動キックボードはどうか。 
（観光商工課:譜久島主事） 
・歩行者も考えると危険ではないか。 

 

以上 
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（７）伊良部地区意見交換会（2 回目） 
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議事録 

 
業務 伊良部牧山公園活用基本構想意見交換会 
日時 令和 6 年 12 月 18 日（水）19:30～20:30 
場所 伊良部公民館 
出席者 佐良浜地区住民 12 名 
資料 牧山公園活用基本構想について 

 
１．開会 
 
２．挨拶 
（観光商工課:砂川課⾧） 
・市では牧山公園展望台の老朽化に伴い建て替えを考えている。また公園全体の魅力向
上を検討している。本日は基本構想案を取りまとめているが、皆様のご意見を伺いたい。 

 
３．伊良部牧山公園活用基本構想案について 
（JTB 総研:橋本） 
・資料にもとづいて説明。 
 
４．質疑応答・意見交換 
（観光商工課:砂川課⾧） 
・何かお聞きしたいこと、意見などがあれば伺いたい。 
（参加者） 
・基本構想はすでにできているのか。 
（事務局） 
・あくまで案だ。皆様から意見をいただいてブラッシュアップしていきたい。 
（参加者） 
・すばらしい案だ。早く作っていただきたい。ただ 12 月ということが引っかかっている。 
（事務局） 
・今説明した内容が構想案の内容だ。それについて意見をいただいてブラッシュアップ
していく。 

（参加者） 
・いつから始めるのかも知らなかった。ゼロからのスタートか。 
（事務局） 
・今年度中に意見をいただき、3 月までにまとめる。 
（参加者） 
・メンバーが限られている。 
（事務局） 
・何度かこの場を設ける。 
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（参加者） 
・土日であれば問題ない。 
（事務局） 
・伊良部には7 地区あると聞いている。昼と夜でそれぞれどちらかの方が良いという人が
いる。例えば二地区まとめて実施し、昼と夜の部があればたくさんの意見をいただける。
自治会⾧と相談し 1 月の早い時期に実施し意見を反映させたい。改めて機会を設定させ
ていただく。 

（参加者） 
・地域づくり協議会の会⾧をしていた。自治会を集めることができる。今後も各団体に
意見を聞いてはどうか。すばらしいものだ、ぜひ実現した方が良い。ただ今まで情報が
なかったため、おっしゃるようにしていただきたい。協力させていただきたい。団体、
自治会⾧の集まりで呼びかけていきたい。 

（事務局） 
・今まで市役所内部で議論してきたが、白紙で皆様に提案しても意見が出にくいため、
ある程度骨格ができてから提案させていただいた。 

・伊良部では紙の資料を準備していたが、今回は何名が来られるかわからなかったため
スクリーンで準備させていただいた。 

（参加者） 
・牧山公園内に陣地跡がある。その利活用はどう考えているのか。 
（事務局） 
・触らないつもりだ。ただ観光名所とするのではなく守っていくことを考えているが、
それについても意見をいただきたい。 

・危険なため立入禁止になっている。遊歩道も原生林を歩けるように残したい。 
（参加者） 
・相談した方が良い。 
・伊良部に豊見氏親（うずぬしゅう）という実在の人物がいる。古文書が残っている。
明日市と博物館の担当者と子孫の家に行って交渉に行く予定だ。親族からは了解を得て
いる。豊見氏親の祠がある。東屋の隣にある。博物館で引き取る予定だ。その後資料館
に置いてはどうか。 

（事務局） 
・資料館はコピーでも良いかもしれない。 
・後ろに写真を飾っているが、伊良部の町の昔の景色も、外から見ると貴重な資料だ。
古文書そのものを展示することは難しいが、写真にして展示し説明していただけると、
この島の歴史を観光客も理解でき、活用する価値がある。 

（参加者） 
・牧山公園の魅力は海の眺望だ。パノラマのようで対岸の島々も含めて眺望がすばらし
い。展望台の下に広がる原生林や動植物はすばらしく、遊歩道が通っており散策ができ
る。非常に魅力があると思っている。20 年前ほどからボランティアで道の整備や、客
を案内して散策しているが、すばらしい岩を見ながら歩くコースができている。すばら
しいところだと思っている。原生林をできるだけ残すと言っていたが、あまり開発をし
過ぎて、自然の元の魅力が損なわれることがないようにしていただきたい。所々道が壊
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れていて非常に歩きにくいところがある。例えば下牧の遊歩道もそうだが、下から上へ
展望台が通っているが、壊れて通行禁止になっている。ぜひ遊歩道の補修をお願いした
い。以前県の予算で大規模な補修をしたことがあるが、その際はあまりにも開発し過ぎ
て味気ない道になってしまった。結果元に戻っている。それが自然の復元力のすばらし
さでもあるが、補修はできるだけ元の自然が損なわれないよう、最小限の補修をしてい
ただきたい。また駐車料金が掛かるとのことだったが、公園で駐車料金を取るところは
他にあるのか。病院、空港はわかるが公園で駐車料金、入場料を取る場合、どこで取る
のか。展望台に入るところで入場料を取るのか。不自然な感じがする。今の展望台はぱ
っと行って、ぱっと見られるところに魅力がある。電動カートやレストランが入る構想
があるが、スタッフが必要となる。運営する必要も出て来る。どこが主体で運営するの
か。市がするのか。指定管理にするのか。企業がするのか。そこをしっかり決めないと、
運営のリスクが非常に高い。どう考えているのかお聞きしたい。個人的には素朴な今の
形態で、しっかり補修するべきだと思っている。展望台自体が老朽化しているとのこと
だったが、どう危ないのかについてもお聞きしたい。基本的には補修して、今の形をよ
り安全に使いやすいように維持していくべきだ。入場料等は利用者にとって負担となる
ため、それだけの価値あるものを作れるのか。今のままでも価値がある。 

・それを今後話し合って検討していくということだ。 
・運営はどう考えているのか。 
（事務局） 
・入場料については、伊良部に来て橋が通って以来、沢山の人が毎日来ている。その
方々の 13％が牧山に来ている。ただ昼食や土産はあるが、他の場所も含めてお金を払
う場所がない。車が増えただけでにぎわっている感じがしない。一番の魅力である海の
景色を活かせないかということでこの構想が出来上がってきた背景がある。遊歩道につ
いては、原生林を体感できることが一番の価値だ。ただ危険な箇所もある。車いすの方
も含めてバリアフリーに対応する必要がある。図のオレンジの部分がカートコースだが、
段差をなくし車いすでも利用できるようにする。他の部分も最低限安全に歩けるように
整備する。下牧についてはこの構想には含まれていないが、ご意見を別途検討していき
たい。運営が重要なポイントだと考えている。島外の方が運営すると、売り上げが島外
に出てしまうため何としても避けたい。島内、もしくは市内の方が運営できるように何
社か意見交換をして進めている。 

（参加者） 
・駐車場の隣に小屋がある。あれも利用できないか。内部を整備して店にできないか。
また魚、食べ物を土産として売れないか。 

（事務局） 
・入場料を取る場合、駐車場の脇の小屋を改装して入り口にすることを考えている。土
産も売るのであればその近辺に置く可能性はある。ただすぐ近くに海の駅があるため重
複しないよう、カフェや景色を楽しむためのものに絞り込んで、買い物は海の駅でして
いただくよう検討している。 

（参加者） 
・遊歩道は広げるのか。 
（事務局） 
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・幅員は変えない。カートは片側通行だ。半分をカートが走り、半分を人が歩く。入場
料を取ればカートは 10 台程度が必要と考えている。カートは路面に線を引くと自動で
走り、あるスポットで停まるような設定になっている。一度お金を払えば、周遊してい
るカートに乗り降りできる。車庫は必要となる。カートは電動で 4-6 人乗りだ。常に回
っているため、降りたカートはすぐ次の場所に行き、また乗りたい場合は次に来たカー
トに乗る。 

（参加者） 
・民間資本を活用するのか。行政では難しいのではないか。 
（事務局） 
・民間活力を活用する方法も視野に入れている。今までは指定管理が多かった。指定管
理には良いところもあれば悪いところもある。PFI も同様だ。できれば島の業者に担当
していただきたい。どうしたら引き受けてもらえるのかを前提に、指定管理か PFI かを
検討したい。 

（参加者） 
・完成はいつになるのか。 
（事務局） 
・今回構想案ができて、来年基本設計を行い、その後実施設計をし、令和 9 年に工事着工
を考えている。 

・完成は工事の状況によるが、令和 10 年か 11 年春か。あくまでも予定だ。 
・今の段階で地域の方が求めていることを知りたい。できれば子育て世代の若い方もい
れば良いが、今後意見を集めていきたい。 

（参加者） 
・先日ワークショップをしたが、牧山の話が出ない。行政の中で横の連携はどうなって
いるのか気になる。いつも決まった人たちが集まる。もう少し課を統合した取組ができ
ないか。 

・PFI とは具体的に何か。 
（事務局） 
・指定管理は行政が作り運営だけを民間に委託する。PFI は民間が作り運営する。それを
行政がサポートする。どれくらいのものを作るのか、価値があるのかでどちらの方法か
決まってくる。 

（参加者） 
・この構想の中で、ランニングコストの目安は決まっているのか。これから算出するの
か。13％が牧山に必ず来るとは限らない。データを取って進めていることはあるのか。 

（事務局） 
・宮古島に来ている 9 割の人が伊良部大橋を渡り、その 13％が牧山に来ている。リニュ
ーアルして良い施設ができれば、これが 20％に上がる想定をしている。あくまでシミ
ュレーションだ。現在来ている観光客の 20％が 1,000 円ほどを払う場合、約 2 億円の
売り上げがあると考えている。展望台の費用については、外観や内部の内容を詰めて金
額を算出する段階だ。 

（参加者） 
・以前から宮古島はエコアイランドを謳っている。どこがエコなのかわからない。でき
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ればこういった施設で PR できるようなものを作るべきではないか。太陽光で蓄電池を
作りカートの電力を賄う。また街灯を風力発電で電気を作る。それが見えると作った価
値があるのではないか。それを観光客に見てもらうと、より良い施設になるのではない
か。 

（事務局） 
・トイレや通路の電気も太陽光で賄うことは良い案だ。また雨水をためる施設があれば
災害時に備えられる。水も宮古島にとって貴重なものだ。大変貴重なご意見だ。 

（参加者） 
・最近小型化した風力発電が出て来ている。宮古島で見られれば楽しい。 
（事務局） 
・持続可能性は欠かせない。省資源だけではなく、自然を解説するボードを置き、生態
系についても知っていただく機会にしていきたいと考えている。 

・夜間に電気を点けるべきかについても検討していきたい。固有種は大切にする必要が
ある。 

 
５．閉会 
 

以上 
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（８）伊良部地区区長への説明会 
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議事録 

 
業務 伊良部牧山公園活用基本構想意見交換会（伊良部地区） 
日時 令和 7 年 1 月 9 日（木）19:00～20:00 
場所 レストラン入江 

出席者 
伊良部地区区⾧ 4 名、宮古島市伊良部商工会経営指導員 
宮古島市観光商工課:砂川課⾧、洲崎係⾧、譜久島主事 
JTB 総研:橋本、金沢 

資料 牧山公園活用基本構想について 
 
１．開会 
 
２．挨拶 
（観光商工課:砂川課⾧） 
・市では牧山公園展望台の老朽化に伴い建て替えを考えている。また公園全体の魅力向
上を検討している。本日は基本構想案を取りまとめているが、皆様のご意見を伺いたい。 

 
３．伊良部牧山公園活用基本構想案について 
（JTB 総研:橋本） 
・資料にもとづいて説明。 
 
４．質疑応答・意見交換 
（参加者） 
・トイレがない。 
（事務局） 
・駐車場と展望台にトイレを置く予定だ。今のトイレは潰して、展望台の 1 階に入れる。
階段の下だ。一度更地にする。 

（参加者） 
・敷地はどの程度まで広げるのか。 
（事務局） 
・展望台や広場はこれ以上広げないが、入口の駐車場は広げる必要がある。 
（参加者） 
・駐車場は狭い。 
（事務局） 
・雑木林のあたりを広げる必要がある。 
（参加者） 
・右に曲がると洞窟がある。向こうも含めて検討しているのか。 
（事務局） 
・敷地には入っているが、洞窟には触らない。 
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（参加者） 
・戦争当時の遺跡が残っている。この小さい島にも戦争の遺跡があったことを伝える必
要がある。看板を立ててはどうか。以前は入れた。雨でぬかるむ。 

・観光客が増えると人は立ち寄る。整備をする必要がある。 
・展望台のガラスは台風に耐えられるのか。風速が 60ｍにもなる。 
（事務局） 
・展望カフェの目線の高さだけガラスにする方法もある。柱も必要だ。 
（参加者） 
・潮風で透明度が薄れる。崖で掃除はできるのか。 
（事務局） 
・屋上から降りて掃除するか。 
・掃除しやすい形にする必要がある。 
（参加者） 
・ガラスがない方が見やすいのではないか。 
（事務局） 
・屋上に行けば見ることが出来る。 
（参加者） 
・台風を考慮して作る必要がある。公園の遊具も最低でも 60-70ｍの風に耐えられるよ
うに設計するべきだ。高台のため風が強い。またあの高さでも塩分が飛んで来る。 

（事務局） 
・海の駅もガラスだがネットを張っている。 
（参加者） 
・舞い上がった塩が落ちてくる。塩害対策も必要だ。作ることに関しては賛成だ。30-40
年続くようなものになるようお願いしたい。 

・いつ頃を予定しているのか。 
（事務局） 
・来年度設計して、再来年度工事予定だ。今年は構想段階だ。 
（参加者） 
・地元の事業者と協力していただけるとありがたい。 
・若い人たちの意見はわかりやすい。 
・3 階建てか。 
（事務局） 
・1 階と 2 階があり、屋上がある。 
（参加者） 
・最近ヒルトンに行ってきた。時間があったため確認すると 8 階にテラスがあった。風が
強かった。寒くて⾧居はできなかった。ただ伊良部大橋が見えて夜はライトがきれいだ
った。夏は気持ちが良さそうだった。これもそのような場所になると良い。展望する場
所をガラス張りにして、冬場の風よけにしてもらえればありがたい。 

（事務局） 
・サシバの形はこだわりがあるか。 
（参加者） 
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・確かにあった方が良いが、別の場所では危険ということで撤去して台だけ残した。見
栄えは良いが海を見る場合、こだわる必要はないのではないか。 

（事務局） 
・経費もかかり、耐久面の問題もある。 
（参加者） 
・基本的には展望台だ。島と海と水平線が見えて皆が感動できれば良い。 
（事務局） 
・羽を広げた形で考えているが、今のようにはっきりとした形にはならない。 
（参加者） 
・専門的な設計が必要だ。維持管理費もかかる。以前作ってくれた人は、もうメンテナ
ンスが出来ず残念がっていた。サシバにはこだわらない。若い世代はどう思っているか。 

（事務局） 
・中央の通路は今のままでは寂しいためどうするか。楽しめるアイデアはあるか。 
（参加者） 
・駐車場を奥まで食い込ませることはできないのか。歩く距離を短くする。 
・300ｍは厳しい。アクセスを 100ｍにすればカートは要らない。メンテナンス等経費も
掛からない。 

・今後 50 代以上の客が多くなる。大型バスが 5 台来ても停まれるようにしてはどうか。
カートは小人数しか乗れない。 

（事務局） 
・4 人乗りを 10 台考えている。自動運転だが、バスが来たら連結して大量輸送も考えて
いる。左側をカート、右側を歩道に分ける。 

・ボタンを押せば前に進み、所定の位置に来たら停まる。システムで管理する。 
（参加者） 
・100ｍまで縮められるかどうか検討していただき、空いている広場を遊べる場所にして
はどうか。 

・歩かせるべきだ。島の人は歩くことが苦手だが、観光客は慣れている。写真を撮って
歩く。SNS で発信していただく。 

（事務局） 
・今は単調で先が見通せない。花を植えてはどうか。 
（参加者） 
・両サイドで立ち止まって写真が撮れる場所があると良い。何もないと厳しい。椿は今
の時期に咲く。桜も枯れているものもある。 

（事務局） 
・⾧い距離を歩かせる理由として、団体が入って来ると混雑するが、歩かせるとそれぞ
れのペースで歩くため分散されるメリットがある。 

・入場料を取ればカートを導入しても良い。 
（参加者） 
・カートについては全体会で検討するべきだ。 
（事務局） 
・入場料を取る前提で試算している。ドイツ村、海中公園、ユートピアパークが入場料
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を取っている。 
（参加者） 
・景観だけで取ることは可能か。 
（事務局） 
・日本各地で入場料を取るテラスが増えている。1000 円程度では全く問題ない。駐車場
も白川郷の世界遺産では 500 円かかる。他では見られない景色が見られ、ブランコにも
乗れれば払う。 

（参加者） 
・宮古島全体でのバランスも検討していただきたい。 
（事務局） 
・前提として観光客が料金を支払う。今年のアンケート調査では項目を変えて、何に使
ったのかが分かるアンケートを取った。入場料の項目で、来る前に使う予定だった金額
よりも、実際に使った金額の方が少なかった。お金を払って入る施設があると思って来
たが、意外になかったということだ。旅行はお金が掛かるものという前提があるのでは
ないかとわかってきた。料金を取る仕組みでも良いのではないかということで、このア
イデアが出てきた。 

（参加者） 
・公園の管理維持費であれば理解できる。 
・どれくらいの予算を見ているのか。収益は出るのか。整備に費用がかかるのではない
か。 

（事務局） 
・数億円と試算している。 
（参加者） 
・宮古島の入域観光客数のどれくらいが来るのか。 
（事務局） 
・昨年は 2 割弱だった。 
・牧山が 13％だったが、伊良部島に来る人は多い。現状ではこの結果だが、工夫すれば
もっと来るのではないか。 

（参加者） 
・入場料だけでは運営できないのではないか。テナントの収益も必要だ。ただ料金を上
げると逆に入って来ない。 

・いかに公園まで足を延ばしてもらうか。 
（事務局） 
・現状の宮古島には座ってゆっくり景色を見られる場所が少ない。 
（参加者） 
・上から見下ろすところがない。ここはほとんどが一望できる。いかにして SNS に載せ
て発信するか。 

・若い世代が多い。地元の人間が知らないことも知っていて現場に来ている。 
（事務局） 
・今の展望台も口コミで景色が良いと言われているが、トイレなどが古いという口コミ
もある。 



81 
 

（参加者） 
・多良間や八重山も見える。 
・地図を置いてどこが見えているのか案内が必要だ。 
・テラスで生ビールが飲めると良い。 
・皆様が言うように、いかにお金を地元に落とすかを考えていっていただけると良い。 
（事務局） 
・また随時ご意見を伺いたい。 
（参加者） 
・月に 1 回第 1 木曜日に集まっている。その際に来ていただけると良い。 
・伊良部全体で集まりをしたいが、佐良浜は遠いのでなかなか集まれない。 
・地域づくり協議会も集めて全体的に集まると良い。 
 
５．閉会 
 

以上 
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（９）佐良浜地区住民への説明会 
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議事録 

 
業務 伊良部牧山公園活用基本構想意見交換会 
日時 令和 7 年 1 月 21 日（火） 
場所 前里添多目的共同利用施設 

出席者 
佐良浜地区（前里添、池間添）住民 15 名 
宮古島市観光商工課:砂川課⾧、洲崎係⾧、譜久島主事 
JTB 総研:橋本、金沢 

資料 牧山公園活用基本構想について 
 
１．開会 
 
２．挨拶 
（観光商工課:砂川課⾧） 
・市では牧山公園展望台の老朽化に伴い建て替えを考えている。また公園全体の魅力向
上を検討している。本日は基本構想案を取りまとめているが、皆様のご意見を伺いたい。 

 
３．伊良部牧山公園活用基本構想案について 
（JTB 総研:橋本） 
・資料にもとづいて説明。 
 
４．質疑応答・意見交換 
（参加者） 
・基本的にはサシバの形にするべきではないか。 
（事務局） 
・翼を広げた形は残す方向で考えている。 
（参加者） 
・この地図だけではわかりにくい。カートはどこに置くのか。 
・どの程度の大きさにするのか。 
・当初から駐車場の料金を取るのか、段階を踏んで徴収するのか。 
・指定管理となるのか。地元に縛りがあると何のための地元の施設なのかということに
なる。 

（事務局） 
・市としては伊良部の業者にしていただきたいと考えている。伊良部で管理し伊良部に
お金を落としていく。 

・カートについては、駐車場から展望台まで 300 メートルほどあるが、1 周のコースで
10 台程度を想定している。自動運転のためボタンを押して、いくつかの停車場で乗り
降りできる。団体客へはカートを連結して提供する。 

・コースを外れることはない。 
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（参加者） 
・ゆくい広場は松の木だけ残して眺望を良くするべきではないか。 
（事務局） 
・できるだけ活かしたい。かつてツリーハンモックがあった。伐採は基本的に行わない。
伸びてきて視界が十分ではないところもあるため、必要な枝打ちは考えている。松林に
は手を入れない。遊歩道の東側は椿の木がある。根から切ることは考えていない。 

・海が見えるところはきれいにカットする。 
・ウッドデッキにするだけでも雰囲気が出て視界も高くなる。 
（参加者） 
・防空壕の活用はどう考えているのか。照明を入れるのか。 
（事務局） 
・今のところは、立ち入り禁止を検討している。 
・防空壕を見ていただきたいか。入ってほしくないという人がいるのか。看板を作って
入れないようにすることを検討していた。 

（参加者） 
・中から海が見える。 
・遠足でも見に行ったことがある。閉めるだけではなく活用するべきではないか。景観
も良い。 

・ぜひ見ていただきたい。 
・上からも行くことが出来る。 
・料金を取ることは賛成だが、指定管理となるとどう地域に還元するのか。 
（事務局） 
・伊良部か宮古島市内の事業者の管理を想定している。 
・地域の人を雇用する。地域に売り上げを渡すということではない。 
・以前の調査では、宮古島に来た方の 13％、8 人に 1 人が牧山公園を訪れている。宮古
島には年間 100 万人程度が来ている。絶景スポットは多いが、じっくり座って楽しめる
施設は他にない。 

（参加者） 
・現在の遊歩道のそばの木は道路に出ている。上だけ残して下は切ってしまうべきだ。
カートも通りにくい。 

（事務局） 
・一部狭い箇所があるため、最低限手を入れる必要がある。カートが小さいため道を広
げる必要はない。カート会社の人に来てもらったが、今の道路の幅で問題ないとのこと
だった。カートに係る場所は枝を切る。現状では他には寄ろうと思われていないが、カ
ートに乗りたい人は寄るようになる。できるだけ⾧い時間滞在してもらう。 

（参加者） 
・地域産品の販売とあるが、海の駅が近くになる。競合するのではないか。展望台が独
自の形を取らないと素通りしてしまう懸念もある。競合しないように両方とも行っても
らいたい。地域独自のもの、業者、働く人の雇用を考え、総合的に進めるべきだ。競争
になるともったいない。 

（事務局） 
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・両方行ってもらうべきだと考えている。競い合っても仕方がない。相乗効果を考えて
いる。テラスで提供する飲食は、カフェで伊良部ブルーのソフトクリーム、インスタ映
えするドリンク、簡易なものでかぶらないものを考えている。食事やお土産は海の駅で
買ってもらう。カフェ、景色を楽しむために展望台に来てもらう。 

（参加者） 
・滞在時間を⾧くする工夫をするべきだ。 
（事務局） 
・1 階で動画展示を見ていただく。2 階と 3 階それぞれに行ってもらい景色を楽しんでも
らう。 

（参加者） 
・どこまでの構想か。指定管理はどこの地区がするのか。 
（事務局） 
・未定だ。 
（参加者） 
・入場料は施設の入場料か。 
（事務局） 
・入場料で駐車場と展望台まで行くことができる。 
（参加者） 
・車いすはどうするのか。 
（事務局） 
・遊歩道は十分な幅を確保している。電動カートに車いすを積み込んで運ぶことになる。
展望台はエレベーターを設置する。入場料について駐車料金と両方取るのかはまだ未確
定だ。基本的には公園のエリアに入っていただくための料金として考えている。カート
は乗り放題で、展望台にも入ることができる。 

（参加者） 
・カフェだけでは展望台でゆっくりできず入らないのではないか。 
（事務局） 
・一案として宮古島にない足湯を置いてはどうかと考えている。今後実際に作る際に指
定管理候補者と対話して決めていく。 

（参加者） 
・指定管理者も入れて設計するべきだ。 
（事務局） 
・1 社に決めてやり取りするよりも何社かと対話を重ねていく。 
（参加者） 
・観光案内を置くのか。 
（事務局） 
・専属ではないが、スタッフは必要だ。入場料金等を支払う場所等誰かがいる予定だ。 
・管理する業者の自主事業でツアーガイドがあっても良いと考えている。一緒に検討し
たい。 

（参加者） 
・「まきやま」という名前はどこから生まれたのか。 
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・展望台ができた時には「まきやま」だった。 
（事務局） 
・伊良部の歴史、自然についても展示する。展示内容は直前の検討でも可能だ。 
・再来年に設計し、翌年に工事に入る予定だ。構想は今年度で終わり、それに向けての
予算取りなどを行う。 

（参加者） 
・橋が見える広場に昭和 60 年頃写真を撮りに行ったが、木材の何かがあった。 
（事務局） 
・山側の多目的広場は子どもたちが楽しめる場、海側は景色を見る大人向けの広場を考
えている。 

・契約条件は細かく決めていないが、伊良部の人と意見交換していく。全体の管理は大
掛かりなものだが、キッチンカーで様々な人が少しずつ関われないかという意見が出て
いる。 

（参加者） 
・広場を作り何台か置いて、手作りのものを提供するようにしてはどうか。 
（事務局） 
・ゆくい広場は 1，2 台か。場合によっては駐車場、海の駅か。 
・設計で測量して検討する。公園は全体的に一事業者に管理してもらい、事業者内でテ
ナントを募集して、指定管理者と契約してもらう。可能な限り毎日営業してもらいたい。 

（参加者） 
・キッチンカーを入れると海の駅とかぶらないか。 
（事務局） 
・具体的な話はまだない。 
・海の駅はそばを提供しているが、バッティングしないように検討する必要がある。 
・スーパーの駐車場でキッチンカーが出ていることがあるが、店の中でも同じものを置
いている。施設全体の魅力づくりで行う。1 ヶ所で客の欲しいものが賄えるわけではな
い。足りない部分をキッチンカーで補う。全体の魅力づくりになる。 

（参加者） 
・曜日を決めてキッチンカーを置いているところがある。曜日ごとにキッチンカーを変
えてはどうか。 

（事務局） 
・具体的な内容は今後検討するが、展望テラス内にもカフェがあり、基本的には建物内
で食べてもらい時間を過ごしてもらう。その上でさらに歩いて、ゆくい広場で別のもの
を食べる。できるだけ消費ポイントを多く作りたい。 

（参加者） 
・ガラス張りは 360 度か。 
（事務局） 
・パノラマは屋上を考えている。屋上は転倒防止策設置の法律がある。安全確保と眺望
を両立することを考えている。内側を高めに作ることはできるため、人だかりで見られ
ないということはない。 

（参加者） 
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・市としては指定管理を入れて牧山公園を維持していくことが前提か。指定管理料とし
て年間いくらで委託するのか。年間 100 万人以上が訪れる宮古島の観光資源として、使
いようによっては儲かる施設だが、年間 1,000 万円で貸したほうが儲かる場合もある。
その資金で他の投資ができると思われるがどうか。 

（事務局） 
・指定管理にこだわってはいない。令和 3 年度に民間活力を導入しサウンディングを行っ
た。地元の方に携わらせてほしいという意見が多かった。民間に貸し出す場合、すべて
を任せると地元の方が従業員としては入れるが、地域のものが残りにくいということが
あり、地元の人が携わりやすい指定管理を考えている。管理料は今後試算するが、管理
料をゼロで、売り上げを上げていただき残った利益の 1/2 は制度上返してもらう。今あ
る条例の中でできる。大型の内地の資本が入ることは宮古のためになるのか。観光サイ
ドと財政サイドでの検討となるが、地元の人が誇りを持ってもらえるようなところを作
っていくために、現在は指定管理に落ち着いている。 

（参加者） 
・稼げる施設にするよりも、市としての税金を使った方が良いということか。 
（事務局） 
・整備についてはそうだ。運営では収益を上げてもらいたい。毎年少しずつ満足度を上
げて、お金を落としてもらえる施設になってほしい。 

（参加者） 
・維持管理コストは相当掛かる。電動カート、草刈りも費用が掛かる。それも含めて指
定管理で良いのか検討するべきではないか。 

（事務局） 
・指定管理よりも良い方法があればそちらも検討する。 
（参加者） 
・あと 3 年しかない。 
（事務局） 
・意見交換の場を今まで取れていなかった。市には観光推進協議会があり、牧山につい
ても商工会や市内の観光事業者と検討していた。指定管理の話し合いも行ってきた。 

（参加者） 
・協議会のメンバーに伊良部の人が入っていないためわからない。 
（事務局） 
・青年部も入っている。伊良部出身の人も入っている。 
（参加者） 
・改修を先にして、この話はゆっくり時間をかけて行っても良い。 
（事務局） 
・協議会で議論していく中で、2 年ほど前に伊良部地区の方にも意見を聞く機会があった。
ある程度の方向付け、形を作らないと漠然として意見をいただくことが難しい。今日で
決定ではなく皆様の意見を含めてより良いものにしていきたい。 

（参加者） 
・これまで 3 カ年の構想を示していただけるとどういうものかわかる。 
（事務局） 
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・構想としてアイデアをまとめている段階だ。本日の意見も反映させたい。次年度以降
も地域の方と進めていきたい。 

（参加者） 
・観光客が増えていくと思われるが、伊良部は素通りされている。池間島入り口は必ず
泊る。そういうところを伊良部にも作ることができれば良い。 

（事務局） 
・滞在時間が短い。現在は 15-30 分程度だ。伊良部の観光地とはなっていない。アンケ
ートでも入場料を取るものだと思っていたが使っていないという結果が出ている。入場
料を取る施設があり立ち寄ってもらうことは現実味がある話だ。その一つとしてここに
立ち寄ってもらえると良いと考えている。 

（参加者） 
・予算はどの程度か。 
（事務局） 
・要求しているがまだ決まっていない。ある程度構想を固める必要がある。 
・今回防空壕に入ってもらいたいという意見を初めて聞くことが出来た。検討していき
たい。今後も説明会を開催していく予定だ。ぜひ参加していただきたい。 

 
５．閉会 
 

以上 
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２－２．受入キャパシティの評価査定 

（１）第 1 回宮古島市観光推進協議会資料 
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（２）第 1 回受入環境検討作業部会資料 

 



102 
 



103 
 



104 
 


